
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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槇 野  剛
川 岡  真
隅 井  信 綱
池上  龍之介
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山 根  修
川 岡  愛 希
香川  洸之郎
藤 岡  大 樹

日本 武 尊
怪 力 丸
狐
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元 國  亮
渡 邉  幸 彦
川 岡  愛 希

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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大 島  哲 也
林  昌 志
岡山  斗士也
藤 永  直 子

　第十二代の帝、景行天皇の二皇子、日本武尊は、勅命を受け、西の熊襲を討ち、東の蝦夷を鎮めました。
　伊勢の国で戦いの疲れを癒していたところへさらなる勅命を受けます。近江の国・伊吹山に魔物が立て籠もり、朝廷に叛き、良
民を苦しめていました。
　この魔物を速やかに成敗せよとの勅命を受け、日本武尊は、従者・吉備武彦を連れ、伊吹山に向かい激しい戦いの末、めでたく
魔物を退治するという物語です。

第二幕『伊吹山』（いぶきやま）
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滝 夜 叉姫
夜 叉 丸
蜘 蛛 丸

元 國  亮
大 鳥  哲 也
香川  洸之郎
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大宅中将光圀
従 者

池上  龍之介
藤 永  大 樹

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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隅 井  信 綱
渡 邉  幸 彦
岡山  斗士也
藤 岡  直 子

　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総の国・相馬（そうま）の地に立ち戻り、多くの手下を従
えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、姫征伐の朝命を奉じ、下総の国へと向かいます。陰陽の術と邪心
の妖術の激しい戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第一幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）

穴笠神楽団プロフィール ～三次市～
　穴笠神楽団の発足は1984年、三次市穴笠町の地元青年団が町興しの一環として、神楽を始めた事がきっかけです。高宮町
の梶矢神楽団に師事し、練習を重ね1987年に地元・天津神社に初めて神楽を奉納し、熱い声援を受け、翌1989年に穴笠青年
団から穴笠神楽同好会に名称を変更し、週一回の練習を重ねながら、地元の敬老会などへの出演を続けてきました。
　2001年に地元へのお礼として、休校となる穴笠分校での舞が新聞に報じられ、穴笠町外からの加入希望者が少しずつ増
え、2004年に穴笠神楽団へと名称を変更しました。
　将門の乱、明神山、戸隠山・阿久利姫など穴笠神楽団のオリジナル演目を加え、現在、団員18名で各地の秋祭り、各種イベン
トや共演大会などに出演させて頂いております。また、2004年に穴笠こども神楽団を結成し、伝統芸能を継承しております。

あながさかぐらだん


